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New Staffどうぞよろしくお願い致します！新入職者紹介

この度、4月より原宿リハビリテーション病院
に勤務させていただくことになりました。
勤め始めてまだ2週間ですが、都心にありな
がら緑が多く、アメニティーは最高で、職員の
方々もみなハツラツとして働いており、快適に仕
事をさせていただいております。
これまでは心臓血管外科医として急性期病院
に勤務しておりましたが、少し経過の長くなった
患者様に対しては、リハビリに対する手が足りず
もどかしい思いをしておりました。今後は逆の立
場として急性期病院からの患者さんの受け入れを
スムーズにできるよう気を配りたいと思います。
病院としての仕事に携わった経験としては、医
療安全管理責任者、患者支援地域連携室長、電
子カルテ導入ならびに運営責任者などがありま
す。また、社会貢献としては心臓血管外科学会
診療問題担当理事ならびに厚生労働省DPC循
環器系班長として主に診療報酬改定に携わってま
いりました。
回復期のリハビリに携わるのは初めてで皆様か
らお教えいただくことも多いかと思いますが、こ
れまでの経験を生かして少しでも病院の発展に
貢献できるよう頑張りたいと思います。
趣味は釣りです。釣り好きの方がいらしたら声
をかけてください。

特集

【専門】心臓血管外科、循環器科
【経歴】 1978年 群馬大学医学部卒業
 1978年 東京女子医科大学日本心臓血圧研究所外科医療練士

山梨県立中央病院（1年）、西新井病院（1年）、聖隷浜
松病院（1年半）へ出向

 1986年 東京女子医科大学日本心臓血圧研究所循環器外科助手
 1987年8月－1989年7月　

Medical University of South Carolina Postdoctoral research fellow
 1991年 東京女子医科大学日本心臓血圧研究所循環器外科　講師
 1993年  　　　　　　　　同　　　　　　　　　　准教授
 1993年 国立循環器病研究センター　心臓血管外科医長
 1998年 関東逓信病院（現NTT東日本関東病院）　心臓血管外科部長
 2007年 東京女子医科大学東医療センター　心臓血管外科教授
 2013年－2017年　　　　　同　　　　　　　　　　　 副院長
 2018年 原宿リハビリテーション病院　入職

いままでは外科・心臓血管外科医として手術、
急性期医療を中心に研鑽を積んできました。
2018年4月から、原宿リハビリテーション病
院に勤務させていただくことになりました。
四津良平院長には医師に成りたての頃より厳
しく指導をしていただきました。原宿は学生時代
より私のプレイゾーンでここから渋谷、青山、六
本木と夜な夜なジャズを中心に放浪していまし
た。刺激的なこの場所に戻れたのでワクワクし
ています。
日本全体の医療が急性期医療から人口老化に
伴い、リハビリテーションが中心となる医療に大
転換を遂げています。
巨樹の会フラッグシップである原宿リハビリ
テーション病院にて看護、リハビリ、栄養、ケー
スワーカー、薬剤、事務職、検査の皆様と一緒
に、この医療のチームの一員として、自分の頭の
中をどんどんイノベーションしながら精一杯やっ
ていきます。

【専門】心臓血管外科専門医、外科専門医、日本胸部外科学会指導医
【経歴】 1977年3月 慶應義塾大学医学部卒業
 1977年 慶應義塾大学医学部外科研修医
 1978年 大田原赤十字病院外科
 1979年 静岡赤十字病院外科
 1980年 慶應義塾大学医学部心臓血管外科
 1985年 足利赤十字病院心臓血管外科
 1986年 フランス　ニース大学心臓血管外科レジデント
 1987年 足利赤十字病院心臓血管外科
 1994年 さいたま市立病院心臓血管外科
 2007年 平塚市民病院心臓血管外科

青山 摩美
4月1日より入職いたしました、青山摩美です。
患者様との関わりの中で、リハビリテーションを続け
少しずつ成功体験を積み重ねていくことで沢山の笑顔を
目にします。リハビリテーションは患者様にとって楽しい
だけでなく大変と感じることもあるかと思います。嬉し
い事だけでなく、辛い事や大変な事も話していただける
様、精神的に支える事の出来る看護師になりたいです。
また、先輩方の看護を間近で感じながら、自分の看
護を模索し、見つけ、患者様に提供出来るようになりた
いです。
患者様が一日も早く住み慣れた地域で充実した生活
が送れるようサポートしていきたいです。

猿渡 太文
4月から入職いたしました、理学療法士の猿渡太文
です。
入職して数ヶ月が経ち、少しずつではありますが仕事
にも慣れてきました。入職前は、自分が医療人として、
また社会人として働いていけるのか不安でいっぱいでし
た。入職後は多くの先輩方から優しく、ときには厳しい
ご指導のおかげで現在は理学療法士として充実した毎日
を送れております。まだまだ知識も技術も先輩方には劣
りますが、患者様の想いに寄り添いつつ、退院後の生
活も見据えたリハビリテーションを提供できる理学療法
士になれるよう日々精進してまいります。

患者様の

想いを大切に

します！

医療チームの一員として 頑張ります！

患者様に

頼ってもらえる

看護師になります！

古 野　尚
この度、前任者松岡泰裕事務長の転勤に伴い、本年5月1日

より事務長に就任致しました古野尚と申します。私は、北九州
市の新小文字病院より平成23年4月に蒲田リハ病院開設準備
の為転勤して以来、小金井リハビリ病院（平成24年開設）、赤
羽リハビリ病院（平成25年開設）、千葉みなとリハビリ病院（平
成26年開設）、原宿リハビリ病院（平成27年春開設）、五反田
リハビリ病院（平成27年秋開設）、江東リハビリ病院（平成29
年開設）の開設業務に携わり、慌ただしい日々を送ってまいりま
した。この度、3年の年月を経て古巣へ戻ってまいりました。一
日でも早く、この病院の仕組みとルールを理解し、スタッフの
方々とタッグを組み、原宿リハビリテーション病院がカマチグ
ループのフラッグシップ病院としての位置づけを更に確立できる
よう、病院経営の参謀役として更なる躍進に向けて邁進してい
きたいと考えております。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

これまでの経験を生かして 頑張ります！

３年ぶりに原宿リハに

戻ってまいりました

よろしくお願いします

塘地 正美
この度、6月より原宿リハビリテーション病院で勤務させ

ていただくことになりました。
若者の街≪原宿≫に立地しながら自然にも恵まれ、リハビ

リテーションを提供するに相応しい環境で私自身心が癒され
ます。
さて看護部職員は、チームの一員として看護・介護の専門

性を活かした実践力を研鑽するとともに多職種と協働し、患
者様が住み慣れた環境でその人らしい生活の再構築ができる
ことを目標に在宅復帰を支援させていただいております。
開院から3年の歴史のなかで、お力添えをいただいた皆様

に敬意を表し、明るく笑顔あふれる元気一杯のスタッフとと
もに、「原宿リハビリテーション病院に入院してよかった」と
言っていただける看護を目指し精一杯努力してまいります。
どうぞ宜しくお願いいたします。

最高の看護を

目指し、 精一杯

努力してまいります

02 03TIMESHARAJUKU TIMESHARAJUKU



1・2階

3階

4階

5階

6階

7階

8・9階

10・11階

薬剤科  酒向さん

看護部  伊藤さん

看護部  南竹さん

看護部  大和さん

看護部  増田さん

看護部  和久津さん

リハビリテーション科  平賀さん

看護部  黒川さん

院内イベント

　当院にて開催されたスマイルコンテストで右記の方が
受賞をされました。
　その中でも最も得票数を集めたのが7階の和久津さん
です。職員全体で、和久津さんの様な笑顔を心がけたい
ですね！！

スマイルコンテスト

BEST SMILE!

院内勉強会

診療報酬改定に向けての
勉強会
　平成29年11月29日（水）、平成30年2月23
日（金）に職員対象の診療報酬改定に関する勉強会
を開催しました。
　エムスリードクターサポート株式会社シニアマ
ネージャーの池田周一さんを迎え、次期診療報酬
改定の準備や全体の方向性、DPCデータなどに関
して、お話をしていただきました。
　急性期の在宅復帰率やリハビリの実施状況など、
他院の状況や入退院支援の重要性、拡大を学ぶ事
が出来てとても勉強になりました。
　今年4月に大きな診療報酬改定がありましたが、
今回の勉強会を機に改めて院内の職員一人一人が一丸
となって考え取り組んでいく事が大切だと思います。

学術活動
⑴高齢期における口腔機能低下「オーラルフレイル」と「口
腔機能低下症」
　口腔機能や栄養状態を中核とする食習慣をふくむ食環境
の悪化から始まる身体機能の低下とサルコペニア、さらに
は最終的に生活機能障害と虚弱の発生から要介護状態に至
る構造的な流れを4段階に分類、口腔機能低下を経由して
全身の機能低下が進行する過程の概念を、特に「オーラル
フレイル」と「口腔機能低下症」を中心に説明した。

⑵歯科診療において急性期病院との連携によりシームレス
な口腔機能管理を行えた脳卒中の一症例
　急性期病院との積極的な連携の中で口腔機能を管理する
ことで、シームレスな摂食嚥下リハビリテーションを行うこ
とができた一症例について報告、急性期病院と回復期病院
の口腔機能に関する連携は、脳卒中患者の摂食嚥下リハ
や、転院後の患者家族との信頼関係、積極的な歯科介入に
有用であることが示唆された。

　以上の内容について発表いたしました。

歯科医師　竹内 純

　今回、病棟内における転倒・転落の現状について把握
し、インシデントの減少に繋げる目的で転倒・転落をテー
マに研究を行いました。研究した結果から、患者様が転倒
している時間帯、場所、状況、特徴等を疾患別に把握する
ことができました。また、合同学術大会で発表させて頂い
たことで、研究した内容についてより理解を深めることがで
きました。臨床においても、危機管理や周囲の環境設定、
危険予測に繋げる事ができ、インシデントの減少に繋げる
事ができたのではないかと考えています。

リハビリテーション科　作業療法士　柳谷 拓

04 05TIMESHARAJUKU TIMESHARAJUKU



テーマ：簡単に出来る自主トレーニング

テーマ：家屋改修、住宅環境整備、移動補助具

テーマ：介護保険について

テーマ：心疾患における生活・運動指導

テーマ：健康も楽しい食事もいい歯から

テーマ：生活習慣病について

テーマ：安全な入浴・排泄に向けた環境整備・物品選び

テーマ：活動的な生活に向けた快適なベッド環境作り

テーマ：正しい内服の仕方、減塩の食事について

テーマ：認知症と予防について

内　容：一人で行える簡単なトレーニング方法の紹介

内　容：家屋改修の写真や福祉用具を用いた環境整備等　

内　容：心疾患における生活と運動指導について

内　容：口腔について、口腔ケア方法

内　容：高血圧・肥満・糖尿病等について

内　容：入浴・排泄に必要な福祉用具、看護ケアのポイント　

内　容：家族向けの除圧・清拭・体位変換の方法

内　容：正しい内服方法、内服時の注意点、運動と栄養の関係

内　容：一般的な症状と予防について

内　容：介護保険とは
　　　　介護保険で使用できるサービスの説明

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

担当：リハビリ

担当：フランスベッド

担当：社会福祉士

担当：リハビリ

担当：歯科医師

担当：医師

担当：看護師

担当：看護師

担当：薬剤師・管理栄養士

担当：リハビリ

平成30年 5月26日（土）

平成30年 6月2日（土）

平成30年 6月9日（土）

平成30年 6月16日（土）

平成30年 6月23日（土）

平成30年 6月27日（水）

平成30年 7月7日（土）

平成30年 7月14日（土）

平成30年 7月21日（土）

平成30年 7月28日（土）

※内容に関しては、一部変更になることがあります。

健康教室
　健康教室とは、当院の医師・看護師・リハビリスタッフ・社会福祉士・管理
栄養士・薬剤師・医療事務から、患者様・家族様を対象に必要な知識（例：家
屋環境整備・介助方法・退院後のサービス・健康管理等）を幅広い視点から紹
介する場です。

マンドリンマチネーコンサート
5

17

　マンドリンマチネーコンサートがありました。5月というこ
とで、「花は咲く」などの花に関連した曲目と、夏を待ちこが
れる「夏は来ぬ」など、7曲
を演奏して頂きました。
　マンドリンという珍しい
楽器の音色に、患者様も癒
された様子でした。また曲
に合わせて歌ったり手拍子
をしたりと、楽しい時間と
なりました。

研修報告＆コンサート

　カンボジア研修ではアンコール小児病院の見学と式典に
参加してきました。今回の研修ではカンボジアの文化や小児
病院が建設されるまでの歴史について学び、日本との違い
をたくさん見ることができました。
小児病院では無料の外来診療を
見学し、名誉や利益ではなく患者
様のことを第一に考えて行動する
医療の原点を見直す機会となりま
した。それは日本で日々働く中で

忘れかけて
いたことで
した。今回の研修で学び、気づいた
ことは今後の業務に活かし、また他ス
タッフへ伝えていければと思います。

リハビリテーション科　理学療法士　白椛 郁美
カンボジア研修
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ホームページのご案内
病院の詳しい内容は、ホームページでご覧いただけます。
ぜひご参照くださいませ。
グループ病院ホームページにもリンクできます。

原宿リハビリテーション病院 検索

http://harajuku-reha.com/

〒150-0001東京都渋谷区神宮前6-26-1
TEL 03-3486-8333／FAX 03-3486-8334

広報委員会
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一般社団法人 巨樹の会 原宿リハビリテーション病院　広報誌

平成30年 8月発行

原宿リハビリ
 テーション病院

ダイヤモンドビル

キュープラザ原宿

JR原宿

明治神宮前（原宿）
東京メトロ副都心線・千代田線

歯科コラム「歯の磨き方」
むし歯を防ぐには、歯磨きで歯垢(プラーク)をしっかりと取り除くことが大切です。

歯の表面1

　歯ブラシの毛先を歯と歯茎の間にきちんとあて、小
刻みに動かして１～２本ずつをしっかり磨いていきます。
　歯が重なって生えているところや奥歯の磨きづらい
ところはタフトブラシという毛先の小さくなっているブ
ラシを使って磨くこともおすすめです。

歯と歯の間2

　歯間ブラシやデンタルフロスを用いて、歯と歯の間
も磨きましょう。
　歯間ブラシは無理に歯と歯の間に通そうとせず、自
分の歯の間に合ったサイズのものを選びましょう。
　デンタルフロス
も歯間ブラシも
前歯から順番に
鏡を見てやってみ
ましょう。

歯が重なって
いるところは
毛先の小さな
タフトブラシが
おすすめです。

歯間ブラシ

ホルダータイプF字型・Y字型 ロールタイプ
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